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 大気・海カップリングの津波を再現する数値計算を実施し、S-net で観測された観測
波形と比較した。ウィダーニュースの気圧分布を参考に最大 2hPa、幅 300 ㎞のパルス
が南東から北西に向かって（北から 44度の走向）312ｍ/s で伝搬したと仮定した、大
気圧の勾配が津波の運動方程式に作用するとして下記の方程式を利用した。 
運動方程式  𝜕𝜕𝜕𝜕

𝜕𝜕𝜕𝜕
= −𝑔𝑔 𝜕𝜕ℎ

𝜕𝜕𝜕𝜕
− 1

𝜌𝜌
𝜕𝜕𝑝𝑝0
𝜕𝜕𝜕𝜕

,  𝜕𝜕𝜕𝜕
𝜕𝜕𝜕𝜕

= −𝑔𝑔 𝜕𝜕ℎ
𝜕𝜕𝜕𝜕
− 1

𝜌𝜌
𝜕𝜕𝑝𝑝0
𝜕𝜕𝜕𝜕

連続の式  𝜕𝜕ℎ
𝜕𝜕𝜕𝜕

= −𝜕𝜕𝜕𝜕𝜕𝜕
𝜕𝜕𝜕𝜕

− 𝜕𝜕𝜕𝜕𝜕𝜕
𝜕𝜕𝜕𝜕

時刻は S6N12 の観測波形に合わせた。非常に良く説明できている（下図）。106 地点で
の観測（黒線）と計算（赤線）は次ページに示す。（EPS に投稿中） 
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